
至誠
＝ 学校祭 ＝ ～練習の成果が結実した２日間～

９月２５、２６日に学校祭を行いました。９月に入り、厳しい暑さの中で、生徒は学級やブロックの

練習に一生懸命取り組んできました。そして、当日は自分たちの競技や演技だけでなく、それぞれの役

割を精一杯果たして学校祭を盛り上げるなど、まさに「ONE FOR ALL ALL FOR ONE!!」を体現しまし
た。そのひたむきさは点数や順位と関係なく、達成感や自信、そして大きな感動を、それぞれの心に焼

きつけることができたことと思います。

１３号（令和元年 １０月７日発行）

僕が１番思い出に残ったのは「学級全員リレー」です。最初は最下位だったけど、他のブロック
にだんだん追いついて１位になったときは鳥肌が立つほどうれしかったです。僕は、赤ブロックの
ブロックリーダーをやって、たくさんの仲間の良いところを知ることができました。赤ブロックの
みんなと一緒に頑張ってきたことは、一生の思い出です。みんなで学校祭を楽しめてよかったです。

（３D 男子）

わたしにとって、紫ブロックのみなさんと共に支え合い、全力で取り組んできた全ての時間が
大切な思い出です。また、クラスで勝ち取った大縄跳び。紫ブロックの仲間がいたから自信をも
って戦うことができ、楽しく学校祭を終えることができたと思います。最高の「仲間」がいてく
れることのありがたさを改めて感じる、素晴らしい学校祭になりました。

（３Ｃ 女子）



学校祭の翌日２７日には、作品展を各学年ごとに鑑賞しました。

初めはクラスもブロック全体も気持ちがバラバラでした。でも、練習していくにつれ、３学年の
気持ちが１つになった気がしました。総合優勝することができたのは、１・２年生、そして３年生
が支え合い、みんなで協力して練習をすることができたからだと思います。１・２年生のみなさん、
ブロックリーダー・３年生についてきてくれて本当にありがとう。最高に楽しい学校祭になりまし
た。 （３A 女子）

日々の練習で、互いの意見や気持ちがぶつかることが多々あったけれど、最高の学校祭になっ
たと思います。優勝には届かなかったけれど、たくさんの熱い思いが心に残る一生の思い出にな
りました！４ブロック中４位。この結果は、次に何かで１位を獲るためのよい支えになってくれ
ると思います。
この２日間は、一生の宝物です。 （３B 男子）


